
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

浮
世
草
子
に
お
け
る
『
浪
邪
代
酔
編
』

は
じ
め
に

『
和
漢
乗
合
船
』
『
好
色
敗
毒
散
』

リ禾
‐

　
明
の
張
鼎
思
が
編
纂
し
た
『
琉
邪
代
酔
編
』
（
ろ
う
や
だ
い
す
い
へ
ん
、
『
肩

邪
代
酔
編
』
と
も
表
記
す
る
）
四
十
巻
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
籍
か
ら
文
章
を
集

積
し
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
し
た
類
書
で
あ
馳
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
和

刻
も
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
期
に
は
相
当
に
流
布
し
た
と
推
測
で

き
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
世
小
説
研
究
史
上
、
『
琉
邪
代
酔
編
』
と
の
関
連
に
言

及
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
『
琉
邪
代
酔
編
』
の
書
名
は
い
く
つ
か
の
近
世
小
説
の
中
で
見
出
せ
る
。
た

と
え
ば
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
の
黒
本
『
近
江
国
犬
神
物
語
』
（
鳥
居

清
経
㈲
）
に
は
、

　
　
ろ
う
や
た
い
す
い
の
へ
ん
に
い
わ
く
、
そ
れ
き
よ
く
お
の
れ
に
あ
る
の
そ

　
　
う
を
も
つ
い
て
、
む
し
ん
の
し
ゆ
そ
を
せ
ん
と
ほ
つ
す
、
じ
や
せ
い
を
お

用

五
六

神
　
　
谷
　
　
勝
　
　
広

　
　
か
さ
ず
し
を
う
る
と
、
む
べ
な
り

と
あ
悦
、
『
琉
邪
代
酔
編
』
巻
二
十
一
に
対
応
す
る
部
分
が
見
え
る
。
ま
た
、

曲
亭
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
文
化
十
一
年
〔
一
ハ
ー
四
〕
刊
、
以
後
二

十
九
年
間
に
渡
り
刊
行
）
百
七
十
八
回
下
に
。

　
　
肩
珊
代
酔
編
に
、
阿
排
多
羅
を
、
等
見
の
義
と
注
し
、
三
貌
三
菩
提
を
。

　
　
成
正
覚
と
す
…
…

の
文
章
が
あ
竹
。
こ
れ
も
該
当
す
る
部
分
が
『
垠
邪
代
酔
編
』
巻
三
十
二
に
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
直
接
的
な
関
連
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
書
名
を
示

さ
ず
に
利
用
し
て
い
る
箇
所
が
他
に
も
存
在
す
る
の
か
否
か
な
ど
は
、
各
専
門

の
方
々
に
検
証
を
委
ね
た
い
。

稿
者
は
、
浮
世
草
子
二
作
品

『
和
漢
乗
合
船
』
『
好
色
敗
毒
散
』
－
を

取
り
扱
い
、
『
浪
邪
代
酔
編
』
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
証
明
し
た
上
で
、
両

作
に
お
け
る
利
用
法
、
お
よ
び
そ
の
差
異
を
述
べ
る
。

｜



一

『
和
漢
乗
合
船
』

落
月
堂
操
凪
『
和
漢
乗
合
船
』
（
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
〕
刊
）
は
、
全
十

二
話
に
怪
談
・
奇
談
を
集
め
た
浮
世
草
子
で
あ
縦
。
ま
ず
日
本
を
舞
台
に
し
た

話
か
あ
り
、
そ
の
後
に
「
朝
鮮
の
学
士
李
束
郭
云
」
と
し
て
中
国
説
話
を
中
心

に
例
話
を
あ
げ
る
。
そ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
例
話
の
出
典
は
、
次
の
よ
う
な

『
代
酔
編
』
の
該
当
部
分
は
、
「
永
録
六
年
、
霊
丘
県
の
民
、
李
文
秀
が
妻
、
一

産
に
三
子
を
う
め
り
、
又
、
呉
守
倉
と
い
へ
る
も
の
ゝ
妻
、
一
産
に
三
子
を
う

め
り
、
是
等
は
代
酔
編
に
み
へ
た
り
」
と
短
い
。
確
認
す
れ
ば
、
『
代
酔
編
』

巻
十
六
の
四
丁
裏
に
「
永
禄
六
年
霊
丘
県
民
李
文
秀
妻
米
氏
一
乳
而
生
三
子

…
…
且
（
守
倉
妻
牛
氏
一
産
三
男
」
と
あ
る
。

　
普
通
に
考
え
れ
ば
、
『
代
酔
編
』
利
用
は
わ
ず
か
に
過
ぎ
ず
重
視
し
な
く
て

も
の
で
あ
る
が
、
『
琉
邪
代
酔
編
』
（
以
下
、
『
代
酔
編
』
と
す
る
）
も
巻
五
の
　
　
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
見
か
け
に
過
ぎ
な
い
。

一
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
巻
一
の
Ｉ
　
『
遜
斉
間
覧
』

巻
一
の
二

巻
二
の
一

巻
二
の
二

巻
三
の
一

巻
三
の
二

巻
四
の
一

巻
四
の
二

巻
五
の
一

巻
五
の
二

巻
六
の
一

巻
六
の
二

『
大
槐
宮
記
』

『
清
尊
録
』

『
文
徳
実
録
』
『
今
昔
物
語
』
『
杜
陽
編
』
『
仙
伝
拾
遺
』

『
剪
燈
新
話
』
「
愛
卿
伝
」

『
広
異
記
』
『
幽
冥
録
』
『
報
応
記
』
『
冥
祥
記
』

『
鶏
林
の
国
書
』

『
括
異
志
』
『
酉
陽
雑
俎
』

『
燕
間
録
』
『
代
酔
編
』
『
続
已
編
』
『
啖
車
志
』
『
風
俗
通
』

『
剪
燈
新
話
』
「
滑
塘
奇
遇
記
」

『
措
紳
脛
説
』
『
稽
神
録
』

『
鶏
肋
』
『
鶴
林
玉
露
』
『
淮
南
子
』
『
酉
陽
雑
俎
』
『
耳
目
記
』

浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

　
『
和
漢
乗
合
船
』
巻
五
の
▽
に
は
、
『
代
酔
編
』
引
用
の
前
後
に
、
双
子
あ
る

い
は
三
つ
子
が
ら
み
の
四
つ
の
中
国
説
話
が
『
燕
間
録
』
『
続
已
編
』
『
啖
車

志
』
『
風
俗
通
』
に
基
づ
き
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
何
洽
が
燕
間
録
に
、
北
魏
の
延
興
三
年
、
秀
容
郡
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
女
、

　
　
一
産
に
四
人
の
男
子
を
う
め
り
・
・
・
・
：
又
よ
く
似
た
る
事
も
た
め
し
あ
り
、

　
　
む
か
し
汝
寧
士
燕
生
と
い
ふ
も
の
ゝ
妻
、
一
産
に
三
子
を
う
め
り
、
吾
呉

　
　
の
陸
鐘
人
傑
、
光
州
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
知
行
せ
し
と
き
…
・
：
燕
生
か
三
子

　
　
の
男
子
と
皆
婚
礼
せ
さ
せ
し
と
か
や
、
続
已
編
に
の
せ
た
り
・
・
・
・
：
又
、
む

　
　
か
し
自
汲
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
其
弟
と
は
是
も
二
子
に
て
、
容
貌
す
こ
し

　
　
も
た
が
ひ
な
し
…
…
弟
の
つ
ま
、
我
を
つ
と
な
り
と
あ
や
ま
り
て
…
…
’
し

　
　
れ
よ
り
白
汲
、
弟
と
は
衣
冠
を
か
へ
て
、
ま
ぎ
れ
ざ
る
や
う
に
せ
し
と
か

　
　
や
、
宋
伯
象
が
啖
車
志
に
出
た
り
、
又
、
な
を
も
お
か
し
き
こ
と
あ
り
、

　
　
ち
な
み
に
か
た
り
聞
か
す
べ
し
、
陳
の
国
の
張
伯
楷
、
弟
の
仲
楷
と
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

　
　
た
ち
少
も
た
が
ふ
こ
と
な
し
…
…
兄
の
伯
楷
は
し
り
す
ぐ
る
を
み
て
我
を

　
　
つ
と
な
り
と
あ
や
ま
り
お
も
ひ
、
み
づ
か
ら
今
け
は
い
を
な
す
、
か
ほ
う

　
　
っ
く
し
き
に
や
と
と
ぶ
…
…
女
ふ
た
ふ
ぴ
大
に
は
ぢ
し
と
か
や
、
此
こ
と

　
　
風
俗
通
に
み
へ
た
り
、
兄
弟
二
子
の
よ
く
似
た
る
を
も
っ
て
、
古
よ
り
み

　
　
あ
や
ま
り
し
こ
と
、
是
ら
の
こ
と
に
て
し
る
べ
し

こ
れ
ら
の
中
国
説
話
は
、
『
代
酔
編
』
巻
十
六
の
三
丁
表
か
ら
四
丁
裏
に
か
け

て
順
序
は
異
な
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
筆
生
相
育

　
　
白
汲
与
其
弟
筆
生
状
貌
酷
相
肖
人
不
能
弁
一
日
汲
自
外
帰
妻
以
為
其
夫
也

　
　
迎
而
呼
之
…
…
　
宋
伯
象
啖
車
志

　
　
陳
国
張
伯
楷
与
弟
仲
楷
形
貌
一
般
仲
楷
娶
妻
妻
新
粧
畢
忽
見
伯
楷
自
窓
外

　
　
走
過
妻
問
曰
我
今
装
飾
好
否
…
…
婦
又
大
愧
而
羞
恨
其
兄
弟
状
一
同
也

　
　
風
俗
通

　
　
　
　
　
（
十
三
行
中
略
）

　
　
　
四
乳
倶
四

　
　
北
魏
延
興
三
年
秀
容
郡
婦
人
一
産
四
男
…
…
　
河
海
燕
間
録

　
　
　
一
乳
三
男

　
　
汝
寧
士
燕
生
者
妻
一
乳
三
男
吾
呉
陸
鐘
人
傑
知
光
州
時
…
…
　
続
已
編

原
漢
籍
か
ら
で
は
な
く
、
『
代
酔
編
』
に
依
拠
し
て
先
の
部
分
は
執
筆
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
さ
て
、
こ
れ
ら
例
話
の
前
に
あ
る
本
文
は
日
本
の
話
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
双

子
の
兄
弟
が
家
督
争
い
を
繰
り
広
げ
る
。
兄
の
平
次
は
、

　
　
我
、
學
生
た
り
と
い
へ
ど
も
、
な
ん
ぞ
し
か
る
道
理
あ
ら
ん
、
二
子
は
い

に
し

さ
き

に　へ

よ
り
た
め
し
を
ぐ
し
、
む
か
し
、
殷
王
祖
甲
ふ
だ
子
を
も
ふ
く
、

む
ま
れ
た
る
を
兄
と
し
て
、
名
を
閤
と
い
ひ
、
の
ち
に
む
ま
れ
た

　
　
る
を
弟
と
し
て
、
名
を
良
と
な
づ
く
。
又
、
許
旅
荘
公
、
一
産
に
二
人
の

　
　
女
子
を
も
ふ
く
、
さ
き
に
む
ま
れ
た
り
し
は
妹
、
の
ち
に
う
ま
れ
し
を
筏

　
　
と
い
ふ
、
是
も
さ
き
に
む
ま
れ
た
る
を
あ
ね
と
せ
り
、
そ
の
ほ
か
、
文
長

　
　
情
・
膝
公
・
李
黎
・
漢
言
光
、
こ
れ
み
な
ふ
た
子
を
も
ち
し
か
ど
も
、
さ

　
　
き
に
む
ま
れ
た
る
を
も
つ
て
あ
に
と
せ
り
、
な
に
ゆ
へ
弟
に
家
督
を
わ
た

　
　
す
べ
き

と
い
い
、
中
国
の
先
例
を
根
拠
に
自
分
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
こ
の
部
分
も

『
代
酔
編
』
巻
十
六
の
一
丁
裏
か
ら
二
丁
表
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
　
漢
言
光
妻
生
子
學
生
疑
其
長
光
曰
昔
殷
王
祖
甲
一
産
二
子
…
…
以
圀
為
兄

　
　
良
為
弟
許
旅
荘
公
一
産
二
女
曰
妹
曰
筏
…
…
文
長
情
一
生
二
男
膝
公
一
生

　
　
二
女
李
黎
生
一
男
二
女
並
以
前
生
者
為
長

『
和
漢
乗
合
船
』
巻
五
の
一
は
、
例
話
だ
け
で
な
く
、
本
文
の
内
容
に
も
関
わ

る
形
で
『
代
酔
編
』
を
用
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
『
和
漢
乗
合
船
』
が
『
代
酔
編
』
と
関
わ
っ
て
い
る
の
は
巻
五
の

一
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
巻
六
の
一
は
、
継
母
の
悪
心
を
主
題
と
す
る
が
、
二



つ
の
例
話
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
ず
一
つ
は
、
「
江
南
の
曾
思
部
」
と
い
う
者
の
娘
の
話
で
あ
る
。
あ
る
時
、

娘
の
鏡
に
不
気
味
な
女
の
姿
が
映
る
よ
う
に
な
る
。
曾
思
部
が
鏡
の
中
の
女
に

問
い
か
け
る
と
、

　
　
我
は
い
に
し
へ
の
建
昌
県
の
録
事
が
妾
な
り
、
御
身
の
む
す
め
が
前
生
は

　
　
其
と
き
の
本
妻
な
り

と
語
り
出
し
、
自
分
は
子
供
を
生
ん
だ
が
、
録
事
が
留
守
の
間
に
本
妻
に
子
供

と
も
ど
も
井
戸
に
突
き
落
と
さ
れ
、
殺
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

　
　
そ
の
後
御
身
の
む
す
め
も
死
せ
し
と
い
へ
ど
も
、
我
う
ら
み
今
に
は
れ
ず
、

　
　
そ
の
本
妻
の
後
身
と
し
て
、
す
で
に
前
世
に
て
の
事
な
り
と
い
へ
ど
も
、

　
　
な
ん
ぞ
此
う
ら
み
を
は
ら
さ
ヾ
ら
ん

と
語
る
。
そ
の
後
、

　
　
む
す
め
は
是
よ
り
や
み
つ
き
て
、
つ
ゐ
に
か
の
霊
の
た
め
に
一
命
を
と
ら

　
　
れ
し
と
か
や
、
此
事
は
楷
紳
脛
説
に
み
へ
た
り

と
あ
っ
て
終
わ
る
。

　
こ
の
話
の
後
に
、
も
う
一
つ
幽
霊
の
話
が
続
く
。

　
　
む
か
し
、
建
安
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
、
つ
ま
死
せ
し
か
ば
又
後
づ
れ
の

　
　
女
を
め
と
り
、
此
女
、
継
子
を
に
く
む
こ
と
は
な
は
だ
し
か
り
し
か
共
、

　
　
お
つ
と
は
此
女
に
ま
よ
ひ
、
制
す
る
こ
と
あ
た
は
ず

前
妻
は
幽
霊
と
な
り
、
後
妻
を
責
め
、
も
し
十
日
の
う
ち
に
、
悪
心
が
改
ま
ら

　
　
　
　
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

な
い
な
ら
ば
取
り
殺
す
と
脅
す
。
恐
怖
し
た
夫
婦
は
反
省
し
、
改
心
の
誓
い
を

立
て
る
。
そ
の
誓
い
に
よ
っ
て
、
前
妻
の
幽
霊
は
去
っ
て
い
く
。

　
　
あ
た
り
ち
か
き
栢
の
木
の
林
の
う
ち
へ
入
る
と
お
も
へ
ば
、
か
の
ゆ
う
れ

　
　
い
が
す
が
た
は
消
て
う
せ
に
き
、
此
こ
と
徐
絃
が
稽
神
録
に
の
せ
た
り

と
す
る
。

　
さ
て
、
こ
の
二
話
は
、
『
祖
紳
朧
説
』
『
稽
神
録
』
に
依
拠
し
た
の
ご
と
く
見

え
る
。
だ
が
、
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
の
二
十
四
丁
裏
か
ら
二
十
五
丁
表
に
、

　
　
　
婦
人
在
鏡
中

　
　
江
南
曾
思
耶
女
一
日
将
粧
見
一
婦
人
在
鏡
中
披
髪
徒
跳
抱
一
嬰
児
自
是
日

　
　
日
見
之
思
鄙
自
問
其
故
云
我
往
歳
建
昌
県
録
事
妨
我
為
側
室
喩
年
生
此
子

　
　
君
女
為
正
妻
後
録
事
出
旁
県
君
女
井
此
子
投
我
井
中
以
石
填
之
詐
其
夫
云

　
　
逃
去
我
訟
於
有
司
適
会
君
女
卒
今
雖
後
身
固
当
償
命
也
其
妻
遂
卒
　
祖
紳

　
　
脛
説

　
　
　
前
妻
責
後
妻

　
　
建
安
有
人
妻
死
再
娶
虐
前
妻
之
子
夫
不
能
制
忽
見
亡
妻
入
門
責
後
妻
曰
人

　
　
誰
無
死
誰
無
子
母
之
情
乃
虐
我
所
生
如
是
訴
於
地
下
与
我
十
日
唐
汝
汝
不

　
　
改
必
殺
汝
夫
妻
再
拝
為
具
酒
食
満
十
日
将
去
責
戒
甚
厳
挙
家
送
入
栢
林
中

　
　
乃
不
見
　
稽
神
録

と
並
ん
で
い
る
。
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
『
措
紳
脛
説
』
『
稽
神
録
』
で
は
な
く

『
代
酔
編
』
に
依
拠
し
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

　
さ
ら
に
、
『
和
漢
乗
合
船
』
巻
六
の
二
で
も
『
代
酔
編
』
は
関
わ
る
。
こ
の

章
は
、
敏
捷
な
刺
客
や
盗
賊
の
話
で
あ
っ
た
が
、

　
　
朝
鮮
の
李
車
郭
、
此
こ
と
を
き
ゝ
て
い
は
く
、
和
漢
と
も
に
、
か
よ
勺
希

　
　
有
の
も
の
い
に
し
へ
よ
り
あ
り
と
み
え
た
り
、
む
か
し
、
沈
光
と
い
ふ
も

　
　
の
あ
り
・
、
隋
に
つ
か
へ
て
武
勇
早
わ
ざ
の
ほ
ま
れ
あ
り
・
、
し
か
る
に
禅
定

　
　
寺
に
た
か
さ
十
余
丈
の
旗
竿
あ
り
し
が
、
あ
る
と
き
そ
の
縄
き
れ
て
い
か

　
　
ん
と
も
す
べ
き
手
段
な
し
、
こ
れ
人
力
の
を
よ
ぶ
べ
き
こ
と
な
ら
ず
と
、

　
　
み
な
く
案
じ
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
沈
光
な
は
を
と
っ
て
口
に
ふ
く
み
か
の

　
　
竿
を
す
る
く
と
の
ぼ
り
、
た
ゞ
ち
に
龍
頭
に
の
ぼ
り
、
と
り
な
は
を
か

　
　
け
て
の
ち
、
手
足
と
も
に
み
な
は
な
ち
ま
つ
さ
か
さ
ま
に
と
び
を
り
、
あ

　
　
し
を
そ
ら
に
な
し
手
に
て
あ
ゆ
む
こ
と
十
余
歩
、
み
る
も
の
か
ん
ぜ
ず
と

　
　
い
ふ
こ
と
な
し
、
世
の
人
み
な
沈
光
を
肉
飛
仙
と
な
づ
け
し
と
ぞ
　
趙
崇

　
　
訥
が
鶏
肋
に
み
え
た
り

こ
の
沈
光
の
逸
話
も
『
代
酔
編
』
巻
十
八
の
十
二
丁
表
に
『
鶏
肋
』
か
ら
引
用

収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
沈
光

　
　
北
史
沈
光
仕
隋
太
子
勇
引
署
学
士
駿
捷
訴
弛
禅
定
寺
中
幡
竿
高
十
余
丈
適

　
　
値
縄
絶
非
人
力
所
能
及
光
因
取
索
口
街
拍
竿
而
上
直
至
龍
頭
繋
縄
畢
手
足

　
　
皆
放
透
空
而
下
以
掌
拓
地
倒
行
十
余
歩
観
者
嵯
異
時
人
号
為
肉
飛
僊
　
鶏

　
　
肋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

ま
た
、
沈
光
の
逸
話
の
少
し
後
に
。

　
　
こ
れ
ら
の
も
の
を
市
楡
と
も
、
又
は
刹
客
又
は
盗
侠
、
あ
る
い
は
壁
飛
。

　
　
あ
る
い
は
肉
飛
仙
な
ん
ど
ゝ
な
づ
け
た
り
、
ま
た
、
む
か
し
、
斉
と
楚
と

　
　
た
と
か
ひ
し
と
き
、
子
発
、
市
楡
を
も
ち
い
て
奇
策
を
な
し
、
斉
の
敵
を

　
　
し
り
ぞ
け
し
こ
と
、
淮
南
子
に
い
で
た
り

と
い
う
部
分
も
あ
る
。
壁
飛
と
呼
ば
れ
た
人
物
は
、
唐
の
柴
紹
弟
で
あ
る
が
、

彼
の
逸
話
も
『
代
酔
編
』
巻
十
八
の
十
二
丁
表
に
、
沈
光
の
逸
話
の
次
に
見
出

せ
る
。
さ
ら
に
、
「
子
発
、
市
楡
を
も
ち
い
て
」
云
々
の
話
も
、
『
代
酔
編
』
巻

二
十
八
の
五
丁
裏
に
『
淮
南
子
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
存
在
す
る
。
楚
の
子
発

は
、
一
働
き
し
た
い
と
市
楡
（
盗
賊
）
か
ら
申
し
出
を
受
け
る
。
市
楡
は
、
斉

の
将
軍
の
身
近
な
物
品
を
盗
ん
で
は
返
却
す
る
。
い
つ
で
も
殺
せ
る
ぞ
と
い
う

脅
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
斉
の
将
軍
は
恐
怖
に
襲
わ
れ
、
全
軍
に
退
却

を
命
じ
て
し
ま
う
。
一
人
の
将
軍
を
暗
殺
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
将
軍
に

恐
怖
感
を
与
え
る
こ
と
で
、
敵
の
全
軍
を
退
か
せ
る
。
『
和
漢
乗
合
船
』
が
い

う
奇
策
は
こ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
和
漢
乗
合
船
』
は
、
『
代
酔
編
』
の
書
名
を
一
箇
所
し
か
あ
げ
な
い
。
そ
の

ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
わ
ず
か
な
利
用
と
判
断
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
実
際
に
は

多
く
の
箇
所
－
表
向
き
、
『
燕
間
録
』
『
続
已
編
』
『
啖
車
志
』
『
風
俗
通
』
『
措

紳
脛
説
』
『
稽
神
録
』
『
鶏
肋
』
『
鶴
林
玉
露
』
『
淮
南
子
』
『
酉
陽
雑
俎
』
『
耳
目

記
』
と
あ
っ
た
箇
所
－
で
用
い
て
い
た
。



　
し
か
し
、
な
ぜ
見
て
も
い
な
い
漢
籍
の
書
名
を
わ
ざ
わ
ざ
示
す
の
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
都
の
錦
の
学
識
と
手
法
」
（
「
近
世
文
芸
」
五
十
五
号

平
成
四
年
一
月
）
で
近
似
し
た
事
例
を
取
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
都
の
錦
は
、

『
御
前
於
伽
』
（
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
口
刊
）
の
中
で
、

我
等
も
柔
成
事
が
好
ぬ
れ
ど
も
、
今
の
時
を
考
る
に
、
凡
夫
の
心
粋
過
て
、

茶
屋
の
久
三
、
中
衆
の
茂
助
ま
で
、
仁
義
と
い
へ
る
名
を
と
な
へ
、
粘
売

姥
に
い
た
る
迄
、
論
語
よ
ま
ず
と
い
へ
ば
い
ふ
、
し
か
れ
ば
当
世
を
し
な

へ
て
、
生
物
知
の
人
心
な
れ
ば
、
や
わ
ら
か
な
る
中
に
も
又
ち
ん
ふ
ん
か

ん
を
く
わ
へ
ね
ば
、
中
々
合
点
し
を
ら
ぬ
よ
つ
て
、
わ
れ
弁
を
好
に
あ
ら

ね
ど
も
、
や
む
事
を
得
ざ
れ
ば
也

と
い
≒
。
当
時
既
に
庶
民
ま
で
あ
る
程
度
教
養
が
行
き
渡
っ
て
い
る
の
で
、

「
ち
ん
ふ
ん
か
ん
」
な
「
堅
い
事
」
も
混
ぜ
た
方
が
受
け
る
と
見
な
し
て
い
る
。

前
掲
の
拙
稿
で
証
明
し
た
が
、
都
の
錦
は
自
作
の
浮
世
草
子
に
お
い
て
、
実
際

に
は
手
近
な
和
製
類
書
－
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
類
書
－
を
利
用
し
な
が
ら
、
見

て
い
な
い
漢
籍
－
『
太
平
広
記
』
『
事
林
広
記
』
『
明
皇
雑
録
』
－
の
書
名
を
実
見

し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
偽
装
す
る
。
作
者
が
学
識
の
誇
示
を
行
い
た
い
場
合
、

特
に
実
態
以
上
に
偽
装
し
た
い
場
合
、
類
書
は
と
て
も
役
に
立
つ
書
籍
で
あ
る
。

　
次
に
、
利
用
法
に
お
い
て
『
和
漢
乗
合
船
』
と
は
趣
き
が
異
な
る
事
例
を
取

り
あ
げ
た
い
。

浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

二
　
『
好
色
敗
毒
散
』

　
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
刊
行
の
夜
食
時
分
『
好
色
敗
毒
散
』
に
は
、

『
代
酔
編
』
の
書
名
は
見
え
な
い
。
そ
の
内
容
も
、
大
坂
の
新
町
を
中
心
に
、

京
の
島
原
、
江
戸
の
吉
原
に
関
す
る
話
を
加
え
、
遊
里
遊
び
に
絡
む
好
色
譚
十

五
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
代
酔
編
』
と
の
関
連
は
想
定
し
が
た
い
。

　
さ
て
、
『
好
色
敗
毒
散
』
巻
五
の
二
「
奇
妙
不
思
義
」
は
、
琥
櫨
首
の
話
な

ど
を
含
む
。
そ
の
冒
頭
に
、

　
　
世
に
ふ
し
ぎ
は
な
い
も
の
と
い
へ
ど
も
、
む
か
し
よ
り
和
漢
と
も
に
、
書

　
　
に
し
る
し
て
的
然
た
り
、
さ
す
が
の
大
聖
人
も
鬼
怪
の
理
に
い
た
り
て
は

　
　
さ
ば
け
か
ぬ
る
事
お
ほ
し
、
少
と
書
物
を
の
ぞ
け
ば
人
を
非
に
見
て
、
我

　
　
が
智
を
ふ
る
ま
ひ
天
地
の
あ
い
だ
に
あ
や
し
い
事
は
な
い
も
の
と
、
つ
ま

　
　
ん
で
取
つ
た
や
う
に
い
ふ
も
か
た
は
ら
い
た
し
、
世
間
一
般
不
有
不
無
底

　
　
の
人
馬
あ
り
と
、
郡
康
節
・
程
伊
川
の
問
難
落
着
せ
ざ
る
事
、
余
冬
序
録

　
　
に
の
せ
た
り

と
い
う
文
章
が
あ
他
。
『
余
冬
序
録
』
巻
五
十
七
に
郡
康
節
（
宋
の
人
、
易
に

通
じ
た
人
物
）
と
程
伊
川
（
宋
の
大
儒
）
に
語
っ
て
、
「
世
間
一
般
不
有
不
無

底
の
人
馬
あ
り
」
と
い
う
と
、
伊
川
が
「
鞍
轡
の
類
何
処
よ
り
得
来
る
」
と
反

問
し
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
を
右
の
文
章
は
踏
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

『
好
色
敗
毒
散
』
で
『
余
冬
序
録
』
が
は
っ
き
り
と
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

な
い
。
大
部
な
『
余
冬
序
録
』
を
わ
ず
か
一
節
の
み
用
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
実
は
当
該
部
分
は
、
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
に
依
拠
し
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
『
好
色
敗
毒
散
』
で
は
、
「
鬼
怪
の
理
に
至
り
て
は
」
云
々
と
前
置
き

す
る
が
、
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
の
十
五
丁
裏
に
も
「
鬼
怪
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
、
そ
の
中
に
『
余
冬
序
録
』
か
ら
の
引
用
が
あ
っ
た
。

　
　
　
鬼
匝

　
　
睨
宣
子
無
鬼
論
謂
今
人
或
見
死
人
為
鬼
其
衣
服
与
生
時
相
似
人
死
有
鬼
衣

　
　
服
亦
有
鬼
…
…
康
節
語
伊
川
世
間
有
一
般
不
有
不
無
底
人
馬
程
云
鞍
轡
之

　
　
類
何
処
得
来
郡
意
則
是
以
為
有
鬼
程
之
所
難
者
則
亦
是
玩
宣
子
衣
服
之
疑

　
　
雖
大
儒
不
能
決
　
余
冬
序
録

右
の
一
致
か
ら
『
好
色
敗
毒
散
』
は
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
を
直
接
見
て
い
た

と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
同
じ
『
好
色
敗
毒

散
』
巻
五
の
二
に
見
え
る
文
章
も
注
目
に
値
す
る
。

　
　
島
原
の
さ
ほ
川
は
身
は
井
筒
屋
に
あ
り
な
が
ら
、
魂
は
伊
勢
の
白
子
に
か

　
　
よ
ひ
て
、
客
に
金
子
五
十
両
も
ら
う
て
か
へ
り
し
事
か
く
れ
な
し
、
室
の

　
　
巴
は
筑
紫
の
善
通
寺
に
す
む
男
を
う
ら
み
て
、
生
霊
喉
に
く
ひ
つ
き
て
こ

　
　
ろ
せ
し
事
な
ど
、
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
、
こ
れ
ら
は
神
心
感
通
の
理
に
て

　
　
か
く
も
あ
る
べ
し

遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
精
神
が
通
じ
る
、
不
思
議
な
現
象
を
二
つ
述
べ
て
い

る
。
さ
て
、
こ
れ
を
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
の
十
九
丁
裏
の
項
目
と
比
較
し
た

い

　○

六
二

　
　
　
壁
中
金
叙

　
　
昔
有
人
遠
行
者
取
金
叙
蔵
壁
中
忘
以
語
其
妻
既
行
而
病
以
告
其
僕
既
而
不

　
　
死
其
妻
聞
空
中
声
真
其
夫
也
曰
吾
已
死
以
為
不
信
金
叙
在
某
所
取
得
之
遂

　
　
発
喪
其
後
夫
帰
反
以
為
鬼
程
伊
川
曰
鬼
神
之
説
只
是
道
人
心
有
感
通
…
…

右
の
文
章
に
は
、
あ
る
男
が
遠
方
に
出
か
け
死
に
か
け
た
際
、
壁
の
中
の
金
叙

の
こ
と
を
妻
に
伝
え
て
お
ら
ず
気
に
し
て
い
た
が
、
妻
は
夫
の
声
が
し
て
金
叙

の
所
在
を
知
る
話
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
遠
距
離
間
で
精
神
が
通
じ
て
し
ま
う
、

心
感
通
で
あ
る
。
「
心
感
通
」
は
、
『
代
酔
編
』
に
も
『
好
色
敗
毒
散
』
に
も
共

通
す
る
。
『
好
色
敗
毒
散
』
の
作
者
は
『
代
酔
編
』
を
読
み
、
「
心
感
通
」
と
い

う
部
分
に
興
味
を
抱
き
、
そ
れ
を
発
想
の
基
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
遊
郭
の

場
面
に
合
わ
せ
て
具
体
的
な
文
章
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
好
色
敗
毒
散
』
巻
五
の
二
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
も
あ
る
。

　
　
む
か
し
新
町
に
万
世
と
い
ふ
端
女
郎
、
た
ぐ
ひ
な
き
美
女
、
何
と
し
て
下

　
　
位
に
す
ま
る
ふ
ｆ
と
、
夜
見
の
諸
人
ふ
し
ぎ
は
れ
ざ
る
に
、
尤
の
事
な
り
、

此
の
宿
飛
頭
と
て
、
俗
に
い
ふ
琥
櫨
首
に
て
、
朝
込
の
床
の
内
目
ざ
め
て

見
れ
ば
、
首
は
鉢
を
は
な
れ
て
、
ぞ
め
き
あ
り
き
、
あ
る
い
は
鴨
居
の
う

へ
に
完
爾
し
て
ゐ
る
事
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
、
い
か
な
男
も
生
き
た
心
地

は
な
か
り
し
と
ぞ
、
惣
じ
て
飛
頭
鼻
飲
と
い
ふ
も
の
は
、
湿
火
よ
り
出
づ

る
病
ひ
な
り
、
安
南
国
に
は
土
地
の
風
俗
に
て
、
此
の
類
多
し
、
我
が
朝



に
て
も
折
ふ
し
此
の
さ
た
あ
り
、
此
の
ご
ろ
も
新
町
の
大
夫
に
、
此
の
手

の
病
あ
る
よ
し
、
夜
更
人
し
づ
ま
り
て
、
う
る
は
し
き
御
首
ば
か
り
、
棚

さ
が
し
に
肉
餅
・
辛
皮
の
煮
染
な
ど
を
、
し
て
や
ら
る
こ
め
り
さ
ま
を
、

　
　
食
焼
の
か
や
が
見
付
け
て
の
物
が
た
り

琥
櫨
首
な
ら
ば
、
『
代
酔
編
』
巻
三
十
三
の
八
丁
裏
に
対
応
す
る
項
目
が
あ
る
。

安
南
国
の
逸
話
の
引
用
も
あ
り
、
語
順
は
異
な
る
が
近
似
し
た
「
鼻
飲
頭
飛
」

の
語
句
も
見
え
る
。
『
代
酔
編
』
の
こ
れ
も
ま
た
巻
三
十
三
で
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
『
好
色
敗
毒
散
』
の
作
者
が
こ
の
項
目
を
直
接
目
に
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

　
　
　
鼻
飲
頭
飛

　
　
元
詩
人
陳
孚
出
使
安
南
有
紀
事
詩
曰
鼻
飲
…
…
頭
飛
似
琥
植
置
言
土
人
有

　
　
能
鼻
飲
者
有
頭
能
夜
飛
於
海
食
魚
暁
復
帰
身
者
…
…

右
の
夜
中
に
頭
だ
け
飛
ん
で
魚
を
食
べ
る
と
い
う
一
節
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『
好

色
敗
毒
散
』
は
、
遊
郭
の
話
ら
し
く
、

　
　
う
る
は
し
き
御
首
ば
か
り
・
、
棚
さ
が
し
に
肉
餅
・
辛
皮
の
煮
染
な
ど
を
、

　
　
し
て
や
ら
る
ゝ

と
創
り
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
好
色
敗
毒
散
』
は
、
『
代
酔
編
』
（
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
巻
三
十
三
）

を
見
な
が
ら
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
発
想
の
基
に
し
な
が
ら
新
た
に
文
章

を
創
っ
て
い
る
。
『
好
色
敗
毒
散
』
に
は
、
『
代
酔
編
』
の
書
名
は
見
え
ず
、
か

　
　
　
　
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

つ
遊
郭
を
舞
台
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
利
用
が
想
像
し
に
く
い

が
、
し
か
し
利
用
を
確
定
し
改
め
て
検
証
し
て
み
れ
ば
、
細
か
い
文
辞
に
ま
で

創
作
の
跡
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
類
書
の
利
用
法
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
も
配
慮
し
て
検
証
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
ろ
う
。展

　
　
望

　
さ
て
、
『
代
酔
編
』
か
ら
近
世
小
説
へ
の
直
接
的
影
響
は
、
今
後
も
っ
と
見

出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
副
次
的
な
伝
播
も
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
江
島
其
債
『
武
道
近
江
八
景
』
（
享
保
四
年
〔
一
七
▽
几
〕
刊
）

巻
二
の
三
に
、

　
　
法
印
さ
れ
ば
を
の
く
の
や
う
に
世
に
不
思
議
は
な
い
も
の
ゝ
や
う
に
申

　
　
さ
る
ヽ
人
も
あ
れ
ど
、
む
か
し
よ
り
和
漢
と
も
に
書
に
し
る
し
て
的
然
だ

　
　
り
、
さ
す
が
の
大
聖
人
も
鬼
怪
の
理
に
至
り
て
は
さ
ば
け
か
ぬ
る
事
お
け

　
　
し
、
な
ま
物
じ
り
の
学
問
た
て
す
る
若
ひ
者
人
を
非
に
見
て
我
が
智
を
ふ

　
　
る
ま
ひ
、
天
地
の
問
に
あ
や
し
ひ
事
は
な
き
物
と
、
つ
ま
ん
だ
や
う
に
い

　
　
は
る
こ
心
か
た
は
ら
い
た
し
、
世
間
一
般
不
有
不
無
底
人
馬
あ
り
と
、
郡

康
節
程
伊
川
の
問
難
落
着
せ
ざ
る
事
余
冬
序
録
に
の
せ
た
れ
は
、
か
ま

て
世
に
ふ
し
ぎ
と
い
ふ
も
の
は
な
い
な
ど
べ
其
身
の
武
辺
に
は
こ
り
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浮
世
草
子
に
お
け
る
『
琉
邪
代
酔
編
』
利
用

ひ
け
す
は
ひ
が
事
な
り
去
年
八
月
の
始
細
川
勝
元
殿
の
妾
お
で
ん
と
い
へ
　
　
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
が
情
誼
首
に
て
様
々
隠
し
て
療
治
せ
ら
れ
ぬ
れ
共
験
な
く
、
愚
僧
を
た

　
　
の
み
来
り
し
ゆ
へ
此
た
び
の
こ
と
く
七
日
加
持
し
て
早
速
本
復
さ
せ
ぬ
る

　
　
が
、
是
も
飛
頭
鼻
飲
と
い
ふ
病
に
て
根
本
は
湿
火
よ
り
出
る
煩
ひ
に
て
安

　
　
南
国
と
い
ふ
国
に
は
土
地
の
風
俗
に
て
此
類
ひ
お
ほ
し
…
…

と
あ
飴
。
「
細
川
勝
元
殿
の
妾
お
で
ん
」
を
療
治
し
た
と
い
う
法
印
の
自
慢
話

は
、
『
二
枚
船
』
（
正
徳
二
年
（
一
七
二
こ
刊
）
よ
り
摂
取
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
が
、
そ
の
前
後
の
部
分
は
細
か
い
文
辞
の
一
致
か
ら
し
て
明
ら
か
に
『
好
色

敗
毒
散
』
を
利
用
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
該
当
部
分
は
『
代
酔

編
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
『
武
道
近
江
八
景
』
は
『
代
酔
編
』
の
間
接
的
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
も
ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
で
あ
ろ

　
ま
た
、
上
田
秋
成
や
石
川
雅
望
の
作
品
に
『
代
酔
編
』
影
響
は
今
の
と
こ
ろ

見
出
せ
な
い
。
し
か
し
秋
成
『
世
間
妾
形
気
』
（
明
和
三
年
〔
一
七
六
六
〕
刊
）

や
雅
望
『
飛
騨
匠
物
語
』
（
文
化
五
年
〔
一
八
○
八
〕
刊
）
は
『
和
漢
乗
合
船
』

の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
（
。
し
た
が
っ
て
、
秋

成
・
雅
望
は
『
和
漢
乗
合
船
』
を
読
ん
で
い
る
。
『
和
漢
乗
合
船
』
を
介
し
て

『
代
酔
編
』
収
録
の
い
く
つ
の
逸
話
は
、
秋
成
・
雅
望
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
近
世
小
説
と
類
書
（
お
よ
び
類
書
的
性
質
を
持
つ
注
釈
書
な
ど
も
含
め
）
と

の
関
連
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
、
今
後
さ
ら
に
追
及
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
は

六
四

注①
　
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
７
『
浪
邪
代
酔
編
』
（
汲
古
書
院
　
▽
几
七
三
年
）
収
録
の

　
影
印
本
に
よ
り
、
振
り
仮
名
・
返
り
点
は
外
し
た
。

②
　
小
池
正
胤
・
叢
の
会
編
『
江
戸
の
絵
本
Ｔ
』
（
国
書
刊
行
会
　
▽
几
八
七
年
）
所

　
収
の
影
印
に
よ
り
、
適
宜
句
点
を
施
し
た
。

③
　
日
本
古
典
文
学
集
成
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
新
潮
社
）
に
よ
り
、
振
り
仮
名
な

　
ど
は
外
し
た
。
以
下
の
引
用
も
同
様
の
処
置
を
し
た
。

④
　
木
越
治
編
叢
書
江
戸
文
庫
3
4
『
浮
世
草
子
怪
談
集
』
（
国
書
刊
行
会
　
▽
几
九
四

　
年
）
に
よ
る
。

⑤
　
天
理
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

⑥
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
浮
世
草
子
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
な
お
、
特
殊

　
な
読
み
方
を
す
る
語
句
に
関
し
て
、
一
部
振
り
仮
名
を
残
し
た
。

⑦
　
『
八
文
字
屋
本
全
集
』
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。

⑧
　
佐
伯
孝
弘
「
お
春
の
造
型
－
『
世
間
妾
形
気
』
　
一
の
二
・
一
の
三
小
考
－
」
（
『
近

　
世
文
学
論
輯
』
　
∇
几
九
三
年
）
、
お
よ
び
佐
藤
深
雪
「
『
飛
騨
匠
物
語
』
私
考
」

　
（
「
日
本
文
学
」
一
九
九
七
年
一
〇
月
号
）
。


